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統
一
地
方
選

　

東
日
本
大
震
災
の
最

中
、
政
府
は
被
災
地
だ
け

を
除
き
、
統
一
地
方
選
挙

（
４
月
10
日
・

24
日
）
の
実
施

を
決
定
し
た
。

日
を
追
う
に
従

い
、
東
日
本
全
体
に
地
震

・
津
波
・
原
発
の
被
害
が

拡
大
し
て
お
り
、
今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
全
国

に
及
ぶ
こ
と
が
必
至
の
中

で
の
選
挙
の
強
行
と
な

る
。

　

大
阪
の
完
全
失
業
率
は

７
・
７
％
、
生
活
保
護
率

は
３
・
23
％
と
、
い
ず
れ

も
全
国
最
悪
を
記
録
し
て

い
る
。こ
の
間
、橋
下
府
政

は
府
財
政
を
破
た
ん
に
追

い
込
ん
だ
大
企
業
呼
び
込

み
施
策
を
「
大
阪
維
新
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
大
阪
の

成
長
戦
略
」「
大
阪
府
財
政

構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
な
ど

と
名
前
だ
け
変
え
て
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
箕

面
森
町
や
彩
都
、
安
威
川

ダ
ム
な
ど
、
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
継
続
し
、
さ
ら
に

Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
購
入
や
「
関

空
リ
ニ
ア
」、カ
ジ
ノ
構
想

な
ど
、数
百
億
、数
千
億
円

規
模
の
大
型
公
共
事
業
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
国
保
料
は
、
所

得
２
０
０
万
円
の
４
人
家

族
で
、
最
高
額
46
万
１
９

０
０
円
、
最
低
額
28
万
８

３
５
０
円
と
国
保
料
が
所

得
の
２
割
以
上
を
占
め
て

い
る
。
こ
れ
で
は
、
歯
科

受
診
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の

が
実
態
だ
。
そ
れ
で
も
各

市
町
村
は
、
住
民
の
要
求

を
受
け
、
一
般
会
計
か
ら

〝
法
定
外
繰
り
入
れ
〞
を

行
い
、
住
民
の
保
険
料
を

少
し
で
も
抑
え
る
努
力
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
大

阪
府
は
〝
法
定
外
繰
り
入

れ
〞
を
な
く
し
、
さ
ら
な

る
国
保
料
の
増
額
に
つ
な

が
る
「
国
保
広
域
化
」
を

推
し
進
め
て
い
る
。

　

医
療
の
分
野
で
は
、
府

独
自
の
医
療
費
助
成
の
撤

廃
・
縮
小
や
、
千
里
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の

補
助
金
の
削
減
を
実
行
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

府
民
生
活
が
ひ
っ
迫
す

る
な
か
で
、
社
会
保
障
と

し
て
の
医
療
を
受
け
る
権

利
を
府
民
に
保
障
す
る
府

政
を
強
く
願
う
。
医
療
費

の
窓
口
負
担
の
減
免
、
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
拡
充
（
現
行
通
院

２
歳
）
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
な
ど
、
い

つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
誰
で

も
、
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
今
、
切
実
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

統
一
地
方
選
の
前
半
戦

の
４
月
10
日
に
は
、
大
阪

府
議
選
が
実
施
さ
れ
る
。

協
会
は
、
主
だ
っ
た
府
議

会
会
派
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
通
じ
、
候
補
者
選

択
の
た
め
の
情
報
を
会
員

に
提
供
し
て
い
く
。

府
民
の
医
療
保
障
す
る
選
択
を

被
災
地
支
援
策
な
ど
決
め
る

第23回
理事会

国
税
通
則
法
改
悪・沖
縄
蔑
視
発
言
で
声
明

　

協
会
は
12
日
に
開
い
た
理

事
会
の
冒
頭
、
東
日
本
大
震

災
の
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を

表
し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
自

身
も
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経

験
し
た
伊
津
進
弘
理
事
長
か

ら
の
、「
協
会
と
し
て
支
援

の
輪
を
広
げ
て
復
興
を
応
援

し
た
い
」
と
の
提
案
を
受

け
、
支
援
策
を
協
議
し
、
①

会
員
に
救
援
募
金
を
訴
え
る

②
協
会
と
し
て
被
害
を
受
け

た
協
会
に
義
援
金
を
出
す
③

支
援
の
た
め
現
地
に
事
務
局

員
を
派
遣
す
る―

―

こ
と
を

決
定
し
た
。

　

医
療
運
動
で
は
、
１
〜
２

月
に
取
り
組
ん
だ
「
消
費
税

増
税
の
中
止
と
医
療
を
は
じ

め
と
す
る
生
活
必
需
品
に

『
ゼ
ロ
税
率
』
の
適
用
を
求

め
る
請
願
」
署
名
を
３
月
10
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売買物件募集中

歯科医院の売買ならさくらハウスへ
内装付き歯科医院を探されている先生方から多数問い合わせがござ
いますので売却予定がございましたら是非当社にお任せ下さい

売却物件募集

居抜物件（賃貸）1500万円
大阪藤井寺方面　家賃38万円　ガレージ３台有
チェア５台　パノラマ　レントゲン

居抜物件（賃貸）300万円
東大阪市新池島　家賃13万円
チェア２台　パノラマ　レントゲン

居抜物件（売買）3000万円
東大阪市北石切
チェア２台　土地建物付き

居抜物件（賃貸） 700万円
大阪南方面　家賃17.4万円
チェア２台　パノラマ　レントゲン
居抜物件（賃貸） 300万円
大阪府松原　賃料23万円
チェア２台　レントゲン

居抜物件（賃貸） 200万円
瓢箪山　賃料18万円
チェア２台　パノラマ　レントゲン

日
に
国
会
に
持
参
、
吉
井
英

勝
衆
院
議
員
（
共
産
）
と
服

部
良
一
衆
院
議
員
（
社
民
）

ら
２
人
を
紹
介
議
員
に
、
計

２
０
０
０
筆
を
提
出
し
た
。

３
月
か
ら
は
昨
年
取
り
組
ん

だ
「
患
者
・
利
用
者
負
担
を

大
幅
に
軽
減
し
、
い
つ
で
も

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療

・
介
護
の
実
現
を
求
め
ま

す
」
署
名
を
行
う
。

　

国
税
通
則
法
を
「
改
正
」

し
、
①
事
前
通
知
不
要
の
税

務
調
査
の
法
定
化
②
帳
簿
書

類
等
の
提
示
・
提
出
の
義
務

化
（
カ
ル
テ
を
含
む
）
③
白

色
申
告
へ
の
記
帳
強
要―

―

な
ど
を
狙
う
動
き
に
対
し
、

理
事
会
声
明
、「
納
税
者
の

権
利
を
侵
害
す
る
国
税
通
則

法
改
悪
に
反
対
す
る―

―

『
納
税
者
権
利
憲
章
』
制
定

こ
そ
が
政
府
の
課
題
」
を
採

択
し
、
関
係
先
に
送
付
す
る

こ
と
に
し
た
（
４
面
に
声
明

全
文
）。

　

国
内
の
安
全
で
良
質
な
歯

科
技
工
の
確
保
を
求
め
て
技

工
士
有
志
が
国
を
相
手
に
争

っ
て
い
た
「
海
外
委
託
問
題

訴
訟
」
で
、
最
高
裁
が
上
告

棄
却
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

性
状
が
不
明
で
安
全
性
が
担

保
さ
れ
て
い
な
い
無
資
格
者

に
よ
る
歯
科
技
工
物
の
輸
入

を
事
実
上
認
め
た
も
の
と
し

て
、
政
策
部
長
名
で
ま
と
め

た
「
海
外
委
託
技
工
問
題
訴

訟
の
最
高
裁
不
当
判
決
に
抗

議
す
る
」
を
理
事
会
承
認
し

た
。

　

平
和
運
動
で
は
、「
沖
縄

県
民
を
侮
辱
し
憲
法
９
条
踏

み
に
じ
る
メ
ア
前
日
本
部
長

発
言
に
抗
議
す
る―

―

暴
言

の
根
拠
・
意
図
の
究
明
と
普

天
間
米
軍
基
地
の
無
条
件
撤

去
を
求
め
る
」
理
事
会
声
明

を
採
択
し
、
ア
メ
リ
カ
領
事

館
は
じ
め
関
係
先
に
送
付
し

た
（
３
面
に
声
明
全
文
）。

　

５
月
に
開
く
評
議
員
会
、

総
会
に
向
け
て
、
役
員
改

選
、
方
針
案
、
予
算
案
な
ど

を
協
議
し
た
。
４
・
５
月
度

暫
定
予
算
を
承
認
し
た
。

　

歯
科
技
工
士
80
人
が
、
歯

科
技
工
の
海
外
委
託
を
放
置

し
て
い
る
国
の
責
任
を
問
う

た
「
海
外
委
託
問
題
訴
訟
」

で
、
最
高
裁
が
２
月
15
日
に

原
告
団
の
上
告
を
棄
却
し
た

こ
と
を
受
け
、
協
会
の
小
澤

力
政
策
部
長
は
３
月
９
日
、

不
当
判
決
に
抗
議
す
る
談
話

を
発
表
し
た
。

　

談
話
は
、
最
高
裁
の
判
断

に
つ
い
て
「
東
京
高
裁
の
判

決
を
認
め
、
性
状
が
不
明
で

安
全
性
の
担
保
さ
れ
て
い
な

い
無
資
格
者
に
よ
っ
て
作
製

さ
れ
た
歯
科
技
工
物
の
輸
入

を
事
実
上
、
認
め
た
に
等
し

い
」
と
抗
議
し
て
い
る
。

　

日
本
に
流
入
し
て
い
る
海

外
技
工
物
の
大
半
が
中
国
製

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上

で
、
昨
年
の
報
道
で
中
国
製

技
工
物
か
ら
有
毒
性
の
あ
る

ベ
リ
リ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
。「（
厚
労
省

は
）
保
険
で
の
使
用
は
禁

止
、
自
費
診
療
は
歯
科
医
療

機
関
の
判
断
に
任
せ
る
、
と

い
う
非
常
に
無
責
任
な
態
度

を
と
っ
て
い
る
」
と
追
及
し

た
。

　

ま
た
、
歯
科
技
工
を
め
ぐ

る
厳
し
い
現
状
に
触
れ
、

「
安
価
な
海
外
技
工
物
が
大

量
に
輸
入
さ
れ
れ
ば
、
こ
う

し
た
現
状
に
拍
車
を
か
け
、

歯
科
医
療
の
供
給
体
制
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
」
と
指

摘
し
た
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
と
大
阪
歯
科
技

工
士
連
絡
会
が
共
同
で
、
府

下
の
自
治
体
に
海
外
技
工
物

の
安
全
性
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
採
択
を
訴
え
て
い
る

こ
と
に
言
及
し
、「
府
を
含

む
16
市
町
議
会
で
（
中
略
）

意
見
書
が
決
議
さ
れ
、
世
論

も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
」

と
説
明
。「
国
内
歯
科
技
工

を
守
り
、
歯
科
医
療
を
国
内

で
完
結
で
き
る
体
制
を
確
保

す
る
こ
と
こ
そ
、
憲
法
25
条

で
定
め
ら
れ
た
『
健
康
で
文

化
的
な
』
生
活
を
国
民
に
保

障
す
る
と
い
う
国
の
責
務
で

は
な
い
か
」
と
強
調
し
た
。

歯
科
医
院
譲
渡

【
所
在
地
】
豊
中
市
蛍
池
東

町
２
丁
目
（
阪
急
宝
塚
線

「
蛍
池
」
駅
徒
歩
２
分
）

【
条
件
等
】
チ
ェ
ア
２
台
、

パ
ノ
ラ
マ
・
歯
科
用
レ
ン
ト

ゲ
ン
１
台
、
診
療
所
面
積
37

・
89
平
方
㍍
（
診
察
室
20
・

64
平
方
㍍
、
待
合
室
７
・
87

平
方
㍍
、
医
局
３
・
41
平
方

㍍
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
２
・
37

平
方
㍍
、
洗
面
・
ト
イ
レ
３

・
60
平
方
㍍
）

【
連
絡
先
】
06―

６
８
４
５

―

８
０
８
６
（
赤
松
）

　

協
会
は
紹
介
の
み
で
、掲

載
内
容
の
確
認
や
譲
渡
条
件

な
ど
の
交
渉
は
当
事
者
間
で

お
願
い
し
ま
す
。

最
高
裁
判
決
で
抗
議
談
話

海外技工訴訟

小
澤
政
策
部
長　

国
内
技
工
の
保
障「
国
の
責
務
」

何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

大
阪
府
は
２
０
１
０
年
12

月
に
「
大
阪
府
の
成
長
戦
略

（
案
）」
を
発
表
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
大
阪
府
は
「
ハ
イ

エ
ン
ド
都
市
」「
中
継
都
市
」

は
、
環
境
、
バ
イ
オ
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
先
端
技
術
産

業
お
よ
び
そ
れ
を
担
う
人
材

が
集
積
す
る
都
市
で
あ
り
、

「
中
継
都
市
」
と
は
、
ア
ジ

ア
と
日
本
各
地
を
結
ぶ
結
節

点
と
し
て
の
都
市
で
あ
る
。

空
港
や
大
阪
港
の
整
備
を
進

め
、
阪
神
高
速
道
路
や
地
下

鉄
な
に
わ
筋
線
の
整
備
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
国
際
的
な
企
業
を
誘
致

し
、
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
を

大
阪
に
取
り
込
む
と
し
て
い

大
阪
が
そ
の
よ
う
な
都
市
に

な
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の

国
際
競
争
に
勝
ち
残
る
と
し

て
い
る
。

　

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
都
市

に
な
る
た
め
に
、
関
西
国
際

る
。

　

目
指
す
べ
き
都
市
は
す
で

に
言
い
古
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
手
段

も
大
型
公
共
事
業
と
企
業
誘

致
で
あ
る
。
結
局
、「
大
阪

都
」
や
「
関
西
州
」
と
い
う

新
し
い
行
政
機
構
を
つ
く
る

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
新
た

な
行
政
に
よ
っ
て
進
め
る
施

策
は
、
今
ま
で
の
府
政
が
進

め
よ
う
と
し
て
き
た
〝
古
い

施
策
〞
で
あ
る
。

　

府
財
政
の
危
機
に
よ
っ

て
、
従
来
型
施
策
を
進
め
に

く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

新
た
な
行
政
機
構
を
つ
く
っ

て
、
従
来
型
施
策
を
も
う
一

度
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

が
橋
下
府
政
で
あ
る
。

「
大
阪
都
」
な
ど
と
い
う
奇

抜
性
に
目
を
奪
わ
れ
ず
、
本

質
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

（
つ
づ
く
）

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　

「
ハ
イ
エ
ン
ド
都
市
」
と

る
。
市
町
村
か
ら
財
源
と
権

限
を
都
に
吸
い
上
げ
、
一
体

大
阪　
奈
良
女
子
大
学
教
授
・
中
山
徹

奈
良
女
子
大
学
教
授
・
中
山
徹

〝
維
新
〞を
問
う

〝
維
新
〞を
問
う
②

　

前
回
み
た
よ

う
に
、
橋
下
知

事
は
大
阪
府
を

解
体
し
て
「
大

阪
都
」
を
作
ろ

う
と
し
て
い

開
発
と
企
業
誘
致
の
古
い
戦
略

「
大
阪
都
」は
奇
抜
で
な
く
従
来
型

　

協
会
は
、
医
科
協
会
と
協

同
組
合
と
共
催
で
、
４
月
29

日
に
第
11
回
三
団
体
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
く
。

【
日
時
】
４
月
29
日
（
金
・

祝
）
午
前
８
時
35
分
ス
タ
ー

ト
（
８
時
集
合
）

【
場
所
】
茨
木
国
際
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
（
茨
木
市
大
字
宿
久

庄
98
）

【
定
員
】
10
組
40
人
（
定
員

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
）

【
対
象
】
医
科
・
歯
科
の
協

会
会
員
お
よ
び
家
族
・
ス
タ

ッ
フ
、
協
同
組
合
取
引
業
者

【
費
用
】
約
２
万
５
０
０
０

円
（
コ
ン
ペ
費
用
込
み
）

【
申
込
】
歯
科
協
会
・
西
野

（
☎
06―

６
５
６
８―

７
７

３
１
）

医
科
・
歯
科
・
協
同
組
合

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ


